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　滑床渓谷は、四万十川の源流に位置し、鬼ヶ
城山系に抱かれた12kmに及ぶ大渓谷です。
　侵食によってできた花崗岩の河床が特長
で、千畳敷や出合滑では広々とした岩肌が広
がります。また、巨大な一枚岩の上を流れる
幅20m長さ80mの雪輪の滝は、日本の滝100選
にも認定されている名瀑で、滑床渓谷の象徴
となっています。
　大自然の織り成す四季折々の景色を求め、
観光客で賑わいをみせる滑床渓谷。
　夏は老若男女問わず参加することのできる
世界屈指のキャニオニングスポットとして、
また、冬には雪化粧をした岩肌が観光客を待
ち受けます。

松野町﹁滑床渓谷﹂
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四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
を
開
催

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会　

　

大
会
は
、
小
野
香
川
県
町
村
会
副
会
長
の
開

会
の
こ
と
ば
の
の
ち
、
栗
田
香
川
県
町
村
会
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
別
掲
の
「
宣
言
」

を
決
定
し
た
。
次
い
で
来
賓
の
浜
田
香
川
県
知

事
、
辻
村
香
川
県
議
会
議
長
、
藤
原
全
国
町
村

会
長
及
び
飯
田
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
の
各

来
賓
か
ら
懇
篤
な
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

次
に
協
議
に
入
り
、
は
じ
め
に
議
長
に
株
田

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
長
を
選
出
。
次
い
で

提
出
議
題
の
審
議
に
入
り
、
本
県
松
田
鬼
北
町

議
長
が
説
明
し
た
「
医
療
・
福
祉
施
策
の
充
実
・

強
化
に
つ
い
て
」
な
ど
４
議
案
並
び
に
、
決
議

及
び
特
別
決
議
を
採
択
。
ま
た
、「
四
国
八
十
八

カ
所
霊
場
と
遍
路
道
」
に
関
す
る
共
同
ア
ピ
ー

ル
に
つ
い
て
も
採
択
の
う
え
、
そ
の
実
現
に
向

け
引
き
続
き
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。
最
後
に
、
石
川
徳
島
県
町
村
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。

　

次
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、「
都
市
・

農
村
共
生
社
会
の
創
造
と
町
村
の
役
割
～
地
方

創
生
政
策
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
て
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

な
お
、
パ
ネ
ラ
ー
等
は
次
の
と
お
り
。

　
【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　
　

読
売
新
聞
編
集
委
員　

青
山　
　

彰
久
氏

　
【
パ
ネ
ラ
ー
】

　
　

帝
京
大
学
教
授�

　

内
貴　
　

滋
氏

　
　

情
報
工
房
代
表�

　

山
浦　

晴
男
氏

　
　

一
般
社
団
法
人
上
山
集
落
・
み
ん
な
の
孫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
取
締
役

�

　

水
柿　

大
地
氏

　

ま
た
、
議
事
終
了
後
に
出
席
者
全
員
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
席
者
の

交
流
が
図
ら
れ
た
。

　四国四県町村会と同町村議会議長会は、₉月28日㈪午後₂時から香川県琴平町の
「琴参閣」で四国四県町村長・議長大会を香川県当番により開催した。これは四県の
連携をより強化するための大会で、四国四県57町村から町村長及び議長ら約160人が
出席し、盛大に開催された。

提案説明する松田鬼北町議会議長決議案を朗読する白石本県町村会長
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宣　　　言

　本格的な人口減少社会が到来し、現在の合計特殊出生率が続けば人口は減り続け、社会の活力は失われ、そう遠くない将来
に我が国は衰退する。既に地方においては、急速な少子・高齢化の進展、大都市圏への人口流出により、地域の活力を維持し
ていくことが難しい状況にある。
　この困難な状況を打破し、明るく希望に満ちた未来を切り拓いていくために、我々町村にできることは、それぞれの地域が
持つ多種多様な自然、そこに暮らす人の営み、そこから生まれた風習や伝統文化を大切にしながら、さらに磨きをかけ、新た
な価値を生み出し、魅力ある地方を創生していくことである。
　この四国には、世界に誇れる数多くの美しく豊かな自然が在り、四国八十八カ所霊場をはじめ、ご当地“こんぴらさん”な
ど独自の歴史・文化が息づいている。これまで先人たちにより引き継がれてきたかけがえのない地域資源を、我々は次代の子
どもたちへ継承していかなければならない。
　政府には、「まち・ひと・しごと創生本部」のもと、日本の創生につながる町村の各種取り組みに対して、強力な支援を行う
よう求めるものである。
　我々四国57町村長と議長は、人々がふるさとに誇りを持ち、今日より明日がより良い未来であることを実感できる地域社会
を実現するため、持てる限りの英知と努力を傾注することをここに誓うものである。
　以上宣言する。
　　平成27年₉月28日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

「四国八十八カ所霊場と遍路道」に関する共同アピール
　「四国八十八カ所霊場と遍路道」は、徳島県・高知県・愛媛県・香川県の四県をつなぐ、空海ゆかりの八十八カ所霊場をルー
プ状に巡る全長1400㎞の壮大な寺院巡拝である。
　この巡拝は、古くから一般庶民に定着し、それを地域社会が「お接待」と呼ばれる支援で支えている。
　遍路の基となる「思想・信仰」、実践する「場」、さらにそれを支える「地域」の₃者が一体となった「遍路文化」は、空海
が四国霊場を開創したとされる西暦815年から、1200年の長きにわたり脈々と受け継がれてきた。
　こうした「遍路文化」は、日本国内、さらには世界的に見ても、顕著な普遍的価値のあるもので、人類全体の遺産として次
代に引き継いでいくべきであり、まさに、世界文化遺産にふさわしいものと考える。
　｢四国八十八カ所霊場と遍路道」については、八十八カ所霊場とそれを繋ぐ遍路道の全てが揃って個性ある価値を発揮すると
いう特性を踏まえ、長大なエリアに及ぶ生きた文化遺産として、保存・継承できるように文化財保護制度上の取り扱いを行う
ことを国に強く求めるものである。
　先般、地域活性化を図ることを目的とした、「日本遺産」に「四国遍路」が認定されたところであるが、今後は、「四国八十八カ
所霊場と遍路道」の世界遺産暫定一覧表記載に向け、より一層、資産の保護措置などの取組みを進めていくとともに、すべての人
を温かく受け入れてきた本来の四国遍路の素晴らしさを幅広く周知するなど、一体となって取り組むことを強くアピールする。
　　平成27年₉月28日
	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　

ガ
ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
を
行
う
原
本
県
議
長
会
長

本
県
出
席
者

提　出　議　題 説　明　者

1　地方創生の推進について
2　医療・福祉施策の充実・強化について
3　交通基盤整備の促進並びに南海トラフ地震対策等防災・減殺対策の充実強化について
4　農林水産業・地域の活力創造について

鈴木義明香川県綾川町長
松田八重子愛媛県鬼北町議会議長
坂口博文徳島県那賀町長
中尾博憲高知県四万十町長
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町イチ！村イチ！2015 開催される
全国から330町村が東京に集結！
～本県からは上島・砥部・松野・鬼北が出店～

9／22・23　東京国際フォーラムで

　

全
国
町
村
会
は
、
9
月
22
日（
火
・
休
）、
23
日（
水
・
休
）の
2
日

間
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
千
代
田
区
有
楽
町
）
で
「
町
イ

チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
5
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

全
国
の
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
特
産
品
や
観
光
資
源
な
ど
、
町
村

の
「
宝
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
2
0
1
1
年
に
第
1

回
を
開
催
し
、
今
回
で
3
回
目
と
な
る
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
特
産
品
の

展
示
・
販
売
や
食
堂
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
郷
土
芸
能
の
披
露
、
伝

統
工
芸
の
実
演
・
体
験
等
に
加
え
、新
た
な
試
み
と
し
て
「
移
住
・

定
住
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
。
今
回
は
実
り
の
秋
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
秋
の
味
覚
を
堪
能
で
き
る
マ
ル
シ
ェ
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
あ
る
有
楽
町
駅
前

広
場
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
郷
土
芸
能

や
ご
当
地
キ
ャ
ラ

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
演
じ
ら

れ
た
。

　

全
国
9
2
8
町

村
の
3
分
の
1
以

上
に
あ
た
る
約

3
3
0
町
村
、
本

県
か
ら
は
上
島

町
、
砥
部
町
、
松

野
町
及
び
鬼
北
町

の
4
町
が
参
加
し

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
2
日
間
で

約
₅
₂
，
0
0
0

人
（
メ
イ
ン
会
場

の
み
）
の
来
場
者

が
あ
り
、
終
日
、

賑
わ
っ
た
。
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展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

展
示
ホ
ー
ル
（
5
，0
0
0
㎡
）
に
は
、

北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
北
信
越
・
東
海
、

近
畿
、
中
国
・
四
国
、
九
州
の
七
つ
の
エ

リ
ア
に
分
か
れ
、
約
2
7
0
の
展
示
・
販

売
ブ
ー
ス
が
並
び
、
約
2
，
6
0
0
種
類

の
特
産
品
な
ど
、各
町
村
の
「
イ
チ
押
し
」

の
品
が
並
べ
ら
れ
、
試
飲
・
試
食
や
地
元

特
産
品
を
懐
か
し
む
方
な
ど
多
く
の
来
場

者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
上
島
町
、
松
野
町
、
鬼

北
町
が
出
店
し
た
。

　
伝
統
工
芸
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

伝
統
工
芸
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

本
県
砥
部
町
の
「
砥
部
焼
ロ
ク
ロ
実
験
・

体
験
等
」
13
の
ブ
ー
ス
で
伝
統
の
技
が
来

場
者
に
披
露
さ
れ
、
ご
年
配
の
方
か
ら
小

さ
な
お
子
さ
ん
ま
で
、
多
く
の
来
場
者
が

実
演
を
熱
心
に
鑑
賞
し
た
り
、
匠
の
指
導

の
下
、
実
際
に
伝
統
工
芸
を
体
験
し
た
。

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

今
回
3
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
「
町
イ

チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
5
」
は
、
た
く
さ

ん
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
、
盛
会
に
閉
幕

し
た
。

　

町
村
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
「
宝
」

が
眠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
町
村
に

と
っ
て
、
ご
く
普
通
の
も
の
が
、
都
会
の

人
に
は
お
宝
だ
っ
た
と
、
町
村
の
す
ば
ら

し
は
い
魅
力
を
都
会
の
人
々
に
訴
え
る
絶

好
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

2015

▲松野町

▲砥部町▲鬼北町

▲上島町
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全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、個
性
豊
か
な
町
村
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
左
記
の
と
お
り
全
国
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

全
国
町
村
長
大
会
・
議
長
大
会

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催

お知らせお知らせ第59回町村議会議長全国大会開催要綱
１．目　的
　　全国の町村議会の総意を結集し、我々町村議会議員
が一貫して築き上げてきた地方自治の精神と原則に立
ち、住民自治に基づく個性と活力に満ちた町村の実現
を期するため。

２．名　称　第59回町村議会議長全国大会

３．日　時　平成27年11月11日（水）
　　　　　　　　開会　正午（午後₃時閉会予定）

４．場　所　ＮＨＫホール　東京都渋谷区神南2-2-1

５．来　賓
　⑴　祝辞依頼者
　　　　　　内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、
　　　　　　総務大臣、地方創生担当大臣、与党代表、
　　　　　　全国町村会長
　⑵　臨席案内者　衆参両院議員

６．出席者　町村議会議長等

７．大会次第
　⑴　開会のことば
　⑵　国歌斉唱
　⑶　会長あいさつ
　⑷　宣　言
　⑸　来賓祝辞
　⑹　来賓紹介
　⑺　議長団選出
　⑻　議　事　①　要　望
　　　　　　　②　決　議
　　　　　　　③　特別決議
　　　　　　　④　実行運動方法協議
　⑼　ガンバローコール
　⑽　閉会のことば

８．特別講演

全国町村長大会開催要綱
１．名　称　全国町村長大会

２．目　的
　　町村長の総意を結集して、農山村の持つ多面的な価値の重要性
を訴え、それぞれの町村が地域の特性や資源を活かした施策を自主
的・自立的に展開できるよう、多様で個性溢れる町村の実現を目指
すとともに、人口減少を克服し、活力のある地域の創生を期す。

３．日　時　平成27年11月18日㈬
　　　　　　　　開場：午前11時
　　　　　　　　開会：正午、閉会：午後₂時（予定）

４．会　場　ＮＨＫホール
　　　　　　　　東京都渋谷区神南2-2-1
　　　　　　　　電話03（3465）1751（代表）

５．出席者　⑴　全国の町村長
　　　　　　⑵　都道府県及び郡（地区）町村会の事務局長等

６．来　賓　⑴　挨拶要請者　政府・国会・与党代表、
　　　　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　⑵　出席要請者　衆参両院議員

７．次　第　⑴　開　会
　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　⑶　全国町村会長挨拶
　　　　　　⑷　来賓挨拶
　　　　　　⑸　町村へのメッセージ（仮題）
　　　　　　⑹　議　事
　　　　　　　①　決　議
　　　　　　　②　要　望
　　　　　　　③　実行運動方法
　　　　　　⑺　閉　会

８．その他
　　都道府県別の座席は、大会座席割当基準により別途決定するも
のとする。

平成27年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表（第1報）
平成27年₇月16日現在　全国町村会行政部調べ　

月　　日 時間 大　会　・　会　議　等 会　　場 電　話 主　　催　　者 電　　話

①10月23日㈮ 11:00 全国町村会	正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

②10月23日金 13:00 全国町村会	理事会（都道府県町村会長会議）、政務調査会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

③11月₅日㈭ 13:30 安全・安心の道づくりを求める全国大会 日比谷公会堂 03-3591-6388

全国道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会全国協議会
全国高速道路建設協議会
全国街路事業促進協議会

03-3501-5611
03-3234-1707
03-5212-9147
03-5320-5247

④11月11日㈬ 12:00 第60回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村議会議長会 03-3264-8182

⑤11月13日㈮ 13:00 全国過疎地域自立促進連盟第46回定期総会 メルパルク東京 03-3459-5501 全国過疎地域自立促進連盟 03-3580-3070

⑥11月16日㈪ 14:00 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会 全国町村会館 03-3581-0471 ダム・発電関係市町村全国協議会 03-3581-0485

⑦11月16日㈪ 午 後 第60回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 全国簡易水道協議会 03-3581-3751

⑧11月17日㈫ 13:30 全国町村会	正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

⑨11月17日㈫ 14:30 全国町村会	理事会（都道府県町村会長会議）全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

⑩11月18日㈬  9:00 全国離島振興協議会要望活動会議（正副会長・監事）全国町村会館 03-3581-0471 全国離島振興協議会 03-3591-1151

★11月18日㈬ 12:00 全国町村長大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

⑪11月19日㈭ 10:00 水産業振興・漁村活性化推進大会、定期総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国市町村水産業振興対策協議会 03-3581-0485

⑫11月19日㈭ 10:30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 03-3288-0111 全国山村振興連盟 03-3581-7527

⑬11月19日㈭ 13:00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 グランドヒル市ヶ谷 03-3268-0111 全国浄化槽推進市町村協議会 03-3635-4888

⑭11月19日㈭ 13:30 国保制度改善強化全国大会 日比谷公会堂 03-3591-6388 国民健康保険中央会 03-3581-6821

⑮11月19日㈭ 14:00 全国観光地所在町村協議会総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国観光地所在町村協議会 03-3581-0484

⑯11月24日㈫ 14:00 治水事業促進全国大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 全国治水期成同盟会連合会 03-3222-6663

⑰11月26日㈭ 11:00 全国治水砂防促進大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 全国治水砂防協会 03-3261-8386
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昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
帝
国

海
軍
は
米
国
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
攻
撃
、
第

二
次
世
界
大
戦
に
突
入
。
そ
の
約
一
年
後

に
、
松
山
市
に
て
出
生
す
る
。
昭
和
二
十

年
八
月
十
五
日
に
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受

け
入
れ
、
戦
争
は
終
結
、
敗
戦
国
と
な
っ

た
。

　

そ
の
翌
年
の
十
二
月
に
は
南
海
地
震
が

あ
り
、
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
松
前

町
に
お
い
て
も
家
の
倒
壊
、
傾
き
等
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
記
憶
は
、
飛
び
飛

び
で
は
あ
り
ま
す
が
思
い
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
後
昭
和
二
十
四
年
に
は
、
松
前
小

学
校
へ
入
学
。
こ
の
年
に
学
校
教
育
制
度

が
変
わ
り
、
新
し
い
制
度
の
も
と
小
学
校

一
年
生
と
な
り
ま
し
た
。担
任
の
先
生
は
、

鈴
木
と
い
う
女
の
先
生
で
し
た
。
や
さ
し

い
先
生
で
し
た
。

　

二
年
生
に
な
る
と
男
性
、
佐
川
先
生
、

な
か
な
か
厳
し
い
先
生
で
し
た
が
、
学
年

途
中
に
は
し
か
に
罹
り
自
宅
ま
で
付
き

添
っ
て
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
か
ら
約
二
年
間
朝
鮮
戦
争
が
あ

り
、
日
本
全
体
、
先
の
戦
争
で
疲
弊
し
て

い
た
が
、
復
興
の
兆
し
が
見
え
て
き
だ
し

た
時
代
で
す
。

　

小
学
校
三
年
生
で
は
、
宮
本
先
生
、
女

性
の
先
生
で
し
た
が
、
こ
の
頃
、
よ
く
い

た
ず
ら
を
す
る
た
め
、
時
々
廊
下
に
正
座

を
さ
せ
ら
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

四
年
生
で
は
垂
水
先
生
、
男
性
で
し
た

が
、
あ
る
日
の
社
会
科
の
時
間
に
、
松
前

町
と
隣
町
郡
中
町
が
合
併
し
て
、
松
郡
市

に
で
も
な
れ
ば
良
い
な
と
、
児
童
の
前
で

話
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
数
年
た
っ

て
、
一
町
二
村
が
合
併
と
な
り
、
新
松
前

町
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
生
は
、
合

併
す
る
所
は
違
う
が
先
見
の
明
が
あ
っ
た

の
か
な
と
今
思
わ
れ
ま
す
。

　

五
年
生
六
年
生
は
、
郷
田
先
生
で
男
性

で
し
た
。
こ
の
頃
の
思
い
出
は
、
怒
ら
れ

て
画
板
の
渕
の
幅
五
ミ
リ
程
の
所
で
頭
を

た
た
か
れ
、
そ
の
跡
を
さ
わ
っ
て
見
る
と

少
し
血
が
に
じ
ん
で
い
ま
し
た
。
結
構
い

た
ず
ら
を
し
た
時
代
で
す
。

　

六
年
生
は
、
昭
和
二
十
九
年
で
し
た
。

こ
の
年
愛
媛
県
で
は
四
国
国
体
が
あ
り
、

松
山
市
の
堀
之
内
陸
上
競
技
場
で
昭
和
天

皇
御
臨
席
の
も
と
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
に
参
加

し
ま
し
た
。
中
予
地
区
の
小
中
学
生
千
人

前
後
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
平

成
二
十
九
年
の
愛
媛
国
体
を
目
前
に
当
時

の
こ
と
を
思
い
出
し
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

昭
和
三
十
年
は
小
学
校
を
卒
業
し
中
学

生
へ
と
。
北
伊
予
村
、
岡
田
村
、
松
前
町

随想随想随想

﹁
時
代
と
と
も
に
﹂

�

松
前
町
議
会
議
長　

岡
　
井
　
馨
一
郎
　

も
合
併
し
今
の
松
前
町
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
六
十
年
、
先
人
た
ち
は
、
住
み

よ
い
町
を
と
努
力
を
重
ね
、
珍
味
生
産
量

の
日
本
一
、
エ
ミ
フ
ル
、
東
レ
の
炭
素
繊

維
工
場
の
増
設
。

　

貧
し
い
け
れ
ど
、
苦
し
い
け
れ
ど
、
充

実
し
た
日
々
を
送
り
、
思
い
出
を
築
い
た

子
供
の
頃
。
さ
ら
に
、
世
の
中
が
豊
か
に

な
れ
ば
、
も
っ
と
幸
せ
に
な
れ
る
と
信
じ

豊
か
な
時
代
を
迎
え
た
今
、
は
た
し
て
ど

う
で
し
ょ
う
。
今
の
子
供
た
ち
は
、
思
い

出
あ
ふ
れ
る
、
充
実
し
た
日
々
を
感
じ
て

く
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
時
代
も
変
わ

り
ま
し
た
が
、
子
供
の
思
い
出
づ
く
り
も

地
方
の
政
治
に
た
ず
さ
わ
る
者
の
務
め
と

感
じ
て
い
ま
す
。

毎年配布する町花「ひまわり」

平成29年えひめ国体をＰＲ

ま
さ
き
町
制
60
周
年
裸
麦
ア
ー
ト
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9
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
平
成
27

年
度
第
3
回
理
事
会
、（
公
財
）え
ひ
め

農
林
漁
業
振
興
機
構
第
6
回
理
事
会

▽
2
日
＝
地
方
分
権
有
識
者
会
議
、
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議
、
町
村
の
振
興
を

考
え
る
会
、
四
国
四
県
町
村
会
長
・
事

務
局
長
会
議

▽
3
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
会
長
会
、
同
政
務
調
査
会
行
政
委
員

会
、
伊
予
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

▽
7
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
平
成
27
年
度
第
1
回
愛
媛
県
障

害
者
施
策
推
進
協
議
会

▽
8
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
平
成
27

年
度
第
2
回
理
事
会
並
び
に
第
1
回
事

務
局
長
会
議

▽
10
日
＝
平
成
27
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当
課
長
会
議（
11

日
ま
で
）、災
害
共
済
関
係
事
業
等
加
入

推
進
及
び
火
災
予
防
運
動
等
関
係
事
務

打
合
会
、
自
治
会
館
等
共
同
管
理
組
合

防
災
訓
練
事
前
説
明
会

▽
14
日
＝
平
成
27
年
度
県
と
市
町
と
の
産

業
保
険
ス
タ
ッ
フ
連
絡
会

▽
17
日
＝
都
道
府
県
退
職
手
当
組
合
職
員

研
修
会（
18
日
ま
で
）

▽
19
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
平
成

27
年
度
第
2
回
臨
時
総
会

▽
22
日
＝
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
5

　
（
23
日
ま
で
）

▽
25
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
平

成
27
年
度
第
3
回
理
事
会
、
軽
自
動
車

税
申
告
書
取
扱
に
関
す
る
事
務
連
絡
会

▽
28
日
＝
平
成
27
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
運
営
協
議
会
・
同
大
会

▽
29
日
＝
「
地
方
議
会
運
営
の
実
務
」
検

討
委
員
会

▽
30
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会

　
　

敬
老
の
精
神

　

猛
暑
に
続
く
集
中
豪
雨
か
ら
、
一
挙
に

秋
の
訪
れ
で
あ
る
。雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の

下
、
大
音
量
で
ア
ニ
メ
の
旋
律
が
流
れ
る
。

各
地
で
小
・
中
学
校
の
秋
季
大
運
動
会
で

あ
る
。

　

日
中
の
日
差
し
の
強
さ
と
早
朝
の
ひ
ん

や
り
し
た
空
気
。
秋
季
が
短
く
一
気
に
冬

が
や
っ
て
く
る
か
、
季
節
の
深
さ
、
変
わ
り

目
も
異
常
気
象
に
か
か
れ
ば
定
か
で
は
な

い
。
だ
が
、
中
秋
の
名
月
は
神
秘
的
…
。

　

9
月
21
日
は
「
敬
老
の
日
」。
今
や
、
日

本
の
『
敬
老
』・『
老
人
を
敬
う
』
言
葉
は
、

惰
性
の
よ
う
な
響
き
を
感
じ
る
。

　

今
日
、
何
事
に
お
い
て
も
全
人
口
の
26
・

7
％
を
占
め
る
「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
」

が
、毎
日
の
メ
デ
ィ
ア
で
ほ
と
ん
ど
良
い
方

で
は
な
い
主
役
と
な
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
事
が
多
い
。超
高
齢
社
会
と
な
れ
ば
、対

象
の
基
礎
数
値
が
高
く
、
事
件
等
の
関
わ

り
が
多
く
な
り
、
増
数
字
と
表
示
な
る
こ

と
は
自
然
の
流
れ
で
も
あ
る
が
…
。

　

さ
て
、
知
力
・
財
力
関
係
な
く
、
誰
も

が
順
番
を
た
が
わ
ず
年
齢
を
重
ね
、
老
い

て
往
く
事
は
い
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。
た

だ
多
額
の
医
療
費
は
か
さ
み
、増
高
一
途
の

介
護
費
。
認
知
症
に
絡
ん
だ
諸
々
の
案
件
。

減
少
傾
向
に
あ
る
刑
法
犯
に
あ
っ
て
は
、

高
齢
者
が
10
代
を
上
回
り
、
し
か
も
粗
暴

犯
・
殺
人
・
強
盗
な
ど
凶
悪
犯
が
増
と
云

う
（
本
年
上
半
期
警
察
庁
集
計
に
よ
る
。）。

交
通
事
故
（
高
速
道
路
の
逆
走
行
は
、
言

い
訳
で
き
な
い
）の
対
象
者
増
な
ど
、
全
て

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
主
役
で
あ
る
。
方

や
、
60
歳
代
後
半
で
あ
ろ
う
と
元
気
者
は

多
い
。
ま
た
、
は
る
か
に
超
し
た
90
歳
代

が
、
毎
日
ス
テ
ー
キ
を
食
し
、
走
り
、
歩

き
、
働
き
、
趣
味
三
昧
に
生
き
る
姿
も
あ

る
。
も
は
や
「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
」
の

呼
び
名
を
変
更
す
べ
き
時
で
あ
ろ
う
。
自

然
に
囲
ま
れ
た
地
方
・
中
山
間
地
で
は
、現

実
に
高
齢
者
が
大
き
な
働
き
手
・
主
役
で

あ
る
。
こ
こ
ら
当
た
り
で
、「
70
歳
以
上
」

を
「
高
齢
者
」
と
称
す
る
。
年
金
延
長
支

給
も
可
能
と
な
る
。
要
は
、
65
歳
以
上
と

云
う
な
ど
、
従
来
の
高
齢
社
会
の
固
定
観

一

筆

念
を
変
革
す
べ
き
時
代
環
境
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
、
女
性
86
・
83
歳
、

男
性
80
・
50
歳
（
平
成
26
年
・
厚
生
労
働

省
簡
易
生
命
表
）
に
対
し
、
健
康
寿
命
は
、

女
性
約
74
歳
、
男
性
約
71
歳
と
の
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
の
呼
び
名
を
70
歳
に
す
る
こ

と
は
、
当
を
得
た
別
称
で
あ
ろ
う
…
。
称

し
方
も
大
事
で
あ
る
。

　

今
後
、高
齢
者
に
は
“
労
働
と
趣
味
”
を

そ
れ
ぞ
れ
各
人
に
選
択
さ
せ
る
。
元
気
な

中
間
高
齢
者
は
、
利
用
・
活
用
さ
せ
て
頂

く
べ
き
と
考
え
る
。
長
年
で
得
た
折
角
の

知
恵
、
熟
知
習
得
し
た
「
匠
」
技
術
力
を

活
か
さ
ず
撤
退
に
す
る
は
窮
め
て
惜
し
い
。

　

高
齢
者
の“
生
き
が
い
”
を
活
か
し
て
、”

各
界
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
”を
考
え
る
こ
と
こ

そ
「
敬
老
」
の
精
神
に
値
す
る
の
で
は
…
。

�

　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
自
己
の
欲
す
る
も
の
を
も
つ
こ
と
は
、大

な
る
幸
福
で
あ
る
。
だ
が
、
さ
ら
に
大

な
る
幸
福
は
、も
っ
て
い
る
も
の
以
外
に

な
に
も
望
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
」

�

　
（
メ
ネ
デ
ム　

ギ
リ
シ
ャ
の
学
者
）

　

新
議
長
紹
介

　

9
月
7
日
の
松
前
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

岡
井
馨
一
郎
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

松
前
町
議
会
議
長

　
　
　
岡お

か

　
井い

　
馨け

い

一い
ち

郎ろ
う

　
氏


